
























































（櫻井 1928： 2）という生活であった。明治 9年（1876）10 月，ちかは「私学開業願」（「女英学，家塾開
業願」とも）を文部省に提出し認可された。設置場所は東京府麴町区中六番町 1番地（現，東京都千代
田区四番町），書類上の校名は「櫻井女校」とあるが，いつのまにか「櫻井女學校」と称された。創立
当初の教員は女性 1名，生徒は女子 6名，翌年には生徒数 19 名に増加し，中六番町 54 番（現，東郷
坂）の旧旗本屋敷に移転し，3年後には教員 女性 6名，生徒 65 名（内 男子 11 名，女子 54 名）に増加
し，寄宿舎も併設された（千住 1982： 32）。
さらに，明治 11 年（1878）に全員通学生の「貧學校」を創設した。教員は男性 1名，女性 1名で，






	 6　詳しい経歴は不明で，当時 22 歳，岩手県士族下斗米文弥，浜田留松に師事した（千住 1982： 30）。
	 7　1835～1915 年。文久 3年（1863）に来日したアメリカ長老教会の宣教師で，神奈川奉行所の横浜英学所で算
術，地理学を教えた。
	 8　明治 4年（1871）8 月，来日した 3人の女性宣教師により「亜米利加婦人教授所」として開校，翌年 10 月に
山手 212 番に移転し「日本婦女英學校」，明治 8年（1875）4 月に「共立女學校」と改称され，発展していった。
現在の横浜共立学園中学校高等学校（横浜市中区山手町 212 番地）である。














ようになる。すなわち，同年 6月 14 日に，ちかは開拓使長官黒田清隆宛に「北海道札幌ヘ女學校設
立仕度儀ニ付保護御願」を提出した。この願書は却下されたが，その後，「函館師範学校女子部」へ
の奉職が決まると，明治 14 年（1881）7 月 14 日，櫻井女學校校主の代理として矢島楫子（1833～1925
年）11 が指名され（東京都編 1961： 55～61），ちかは，櫻井女學校の経営から離れることとなった。
明治 14 年（1881）7 月，櫻井一家は函館に渡った。2歳に満たないふきも同行したと思われる。こ
の頃，夫昭悳は海軍少尉を辞し，キリスト教伝道師として活動するようになっていた。ちかが函館
師範学校に勤務する傍ら，昭悳は函館大町に講義所を設け布教活動に努め，翌年には 19 名の受洗者
を得て，明治 16 年（1883）に「日本基督教一致函館教会」12 を設立した（千住 1982： 36）。



















明治 23 年（1890），12 歳で親元を離れ，共立女學校に入学したふきは，18 歳まで寄宿生として過
ごした。ふき自身が，女學校時代を回想した記録が『横濱共立學園六十年史』に残っている。それに
よると，女學校には従妹の川添みつと一緒に入学したそうで，両親の元を離れるのは幼心に心細く感
11　熊本藩総庄屋に生まれる。富豪の林七郎の後妻となるが 35 歳で離婚し，明治 5年（1872）に上京，教員伝





















































18　例えば「日本婦人の洋装論」（123 号，明治 21 年 8 月 18 日），「女子敎育に於ける經歷及經驗（第一）經歷のあ
らまし（上）」（316 号，明治 25年 5月 7日），「女子敎育に於ける經歷及經驗（第一）經歷のあらまし（下）」（317
号，明治 25年 5月 14 日），「女學校本科の學科」（322 号，明治 25年 7月 2日），「開書」（323 号，明治 25年 7月 16 日），
「故安岡いく子の傳」（324 号，明治 25 年 7 月 30 日）がある。
19　アメリカ滞在は渡航 3回，合計 4年間に亘り，第 1回は明治 26 年（1893）～明治 28 年（1895）5 月，第 2回
は明治 29 年（1896）より 1年間，第 3回は明治 40 年（1907）であった。
─（66）─
は初めてである。ふきは共立女學校で音楽の才能を見出され，卒業後，明治 31 年（1898）に東京音樂學








結婚した年月日は不明であるが，長男 明毅は明治 36 年（1903）3 月 13 日生まれであった。倉辻夫
妻には，年子で次男 龍男（明治 37 年（1904）生か）が誕生，三男 勇三郎（明治 40 年（1907）生），四男	
満洲男（明治 43 年（1910）生），長女 多恵子（大正 3年（1914）生）の 5人の子宝に恵まれた。それぞれ
に楽器（長男・次男にピアノ，三男にチェロ，四男にクラリネット，長女にヴァイオリン）を習得するよう
教育を施した。
この間，ふきは明治 41 年（1908）に東京音樂學校のピアノの時間講師に就任，明治 45 年（1912）
20　倉辻明教は大洲藩士であった。愛媛県に残る記録によると，明治 5年（1872）当時は，神山県第十区第一小
区（1105 戸）の副区長を務めており（中山町誌編さん委員会編 1996），翌年には令教小学校の三等教官を拝命，日
本における学校水泳の創始とされる指導者となり（井出 2005），明治 15 年（1882）には郡役所勧業係の養蚕担
当であった記録（愛媛県史編さん委員会編 1986： 836）が残る。その後，北海道に渡ったのか，『人事興信録』に
は「北海道士族」（人事興信所編 1941：ク 53）と説明される。






所編 1941：ク 53）とある。本名での『米国現大統領ルーズベルト』（1905 年刊，久友社），『児玉大将伝』（森山守
次共著，1908 年刊，星野暢）の著書があるが，雑誌『サンデー』（サンデー社）などには「倉辻白蛇」の筆名で論
考を発表している。
写真 3：明治 34 年（1901）7 月の東京音樂學校卒業生
（『東京芸術大学百年史』20 頁より転載）
写真 2：明治 30 年（1897）度の卒業記念写真
（横浜共立学園資料室所蔵）中央の正座がふき。
─（67）─
に退職したとの記録がある（東京芸術大学百年史編集委員会編 1987： 7）。が，これについて，明治 40 年


































た。大正 7年（1918）6 月に井深梶之助より洗礼を受け，大正 14 年（1925）3 月，東京音樂學校本科ピアノ科
を「抜群の好成績」で卒業，研究科生となり，将来は海外留学と期待をかけられていたピアニストであったが，















































塾宛にお問合せ下さい」（『婦女界』12 巻 3 号）との記載が記事の文末にあった。



























































昭和 15 年（1940）に神戸で生まれ，東京で育った満洲男の次男 淳司氏は，東京都立田園調布高校




















者があり，翌年には 15 名の塾生，教授陣も増え（講師 7名，内 常勤 4名）となり，塾には教会や大学
からの視察があったり，淳司氏は全国を廻り牧師として教育講演を行ったりした（櫻井 1993）。平成
20 年（2008）の記録では 145 名の卒業生を輩出した（櫻井 2008）。



































昭和 16 年（1941）3 月より 50 年以上，横浜共立学園の校長であった第 6代 神保勝世校長（1902～
1994 年）は「人見楠郎先生と阿佐ヶ谷の教会を通して懇意になさっていた」とのことであった。人見
楠郎学長（1916～2000 年）は，昭和 16 年（1941）3 月に東京帝国大学を卒業し，昭和 21 年（1946）よ





















































和暦 西暦 月　日 ふき年齢目安 出　　　来　　　事
弘化 2年 1845 櫻井昭悳，伊予国喜多郡若宮村（現，愛媛県大洲市若宮）に誕生。
安政 2年 1855 4 月 4 日 ちか，江戸日本橋（現，東京都）の平野家に誕生。
明治 5年 1872 昭悳・ちか，結婚。
明治 9年 1876 10 月 14 日 ちか，櫻井女學校を創立（ちか 21 歳）。
明治 11 年 1878 7 月 ちか，貧學校を開校（明治 13 年 4 月 6 日閉校）。
明治 12 年 1879 12 月 15 日 0 歳 宮城家の次女として誕生。
櫻井昭悳・ちか夫妻の養女となる。
明治 13 年 1880 4 月 1 歳 ちか，櫻井女學校附属幼稚園を創立。




明治 17 年 1884 暮 5 歳 櫻井一家，高知に移住，布教。
明治 18 年 1885 春 6 歳 櫻井一家，昭悳の郷里・松山に移住。
明治 19 年 1886 7 歳 ちか，大坂
ママ
一致女學校の創立に協力。
明治 20 年 1887 8 歳 昭悳，松山に大洲教会を設立。
明治 23 年 1890 暮 11 歳 昭悳・ちか，福井県敦賀に転属。
共立女學校に入学（寄宿生）。
明治 26 年 1893 14 歳 ちか，アメリカへ遊学（2年間）
明治 29 年 1896 17 歳 ちか，アメリカへ遊学（1年間）
明治 31 年 1898 4 月 19 歳 ちか，櫻井女塾（本郷区向ヶ岡弥生町）を創立（ちか 43 歳）。
共立女學校を卒業後，東京音樂學校に入学。
明治 34 年 1901 7 月 22 歳 東京音樂學校を卒業。
明治 30年代 倉辻明義（明治 10 年生）と結婚。
明治 36 年 1903 3 月 13 日 24 歳 長男明毅誕生。
明治 37 年 1904 25 歳 次男龍男誕生。
明治 40 年 1907 9 月 28 歳 三男勇三郎誕生。
ちか，アメリカへ遊学。
明治 41 年 1908 推定 29 歳 東京音樂學校講師（ピアノ）に就任。
明治 43 年 1910 2 月 31 歳 四男満洲男誕生。
明治 45 年 1912 33 歳 東京音樂學校を退職。
大正 2年 1913 34 歳 櫻井女塾教授（英語・音楽担当）専務となる。
大正 3年 1914 35 歳 長女多恵子誕生。
大正 6年 1917 38 歳 昭悳，死去（72 歳）。
大正 15 年 1926 3 月 47 歳 長男明毅，死去（24 歳）。
昭和 3年 1928 12 月 19 日 49 歳 ちか，死去（73 歳）。
昭和 4年 1929 2 月 50 歳 櫻井女塾長となる。
昭和 5年 1930 4 月 51 歳 櫻井女塾に高等師範科を新設。
昭和 6年頃 1931 52 歳 櫻井女塾に小学校英語科の専科正教員資格が与えられる。
昭和 8年 1933 54 歳 櫻井女子英学塾と改称。
昭和 9年 1934 7 月 55 歳 孫啓子誕生（勇三郎長女）。
昭和 10 年 1935 56 歳 櫻井女子英学塾（高等師範科）に文部省英語中等教員無試験検
定の資格が与えられる。
昭和 12 年 1937 58 歳 櫻井女子英学塾，板橋の新校舎に移転。
昭和 15 年 1940 7 月 27 日 61 歳 孫淳司（満洲男次男）誕生。
昭和 16 年 1941 62 歳 櫻井女子英学塾，日本女子高等學院と合併。
日本女子高等學院で藝術（ピアノ）を担当。
昭和 20 年 1945 3 月 10 日 66 歳 東京大空襲で夫明義が負傷。




























櫻井近子 1907「櫻井近子女史立志談」『女學世界』第 7巻第 9号（増刊『現代婦人成功立志談』）博文館。
櫻井ちか子 1928「英語を學んだ時の苦心」『女子學院五十年史』女子學院同窓會。
昭和女子大学七十年史編集委員会編 1990『昭和女子大学七十年史』昭和女子大学。
人事興信所編 1941『人事興信録』第 13 版（昭和 16 年）上　人事興信所。
千住克己 1982「桜井ちか研究ノート」『静岡女子短期大学研究紀要』30 号　29～44 頁。
塚本八重子編 1941『光葉』6月號　日本女子高等學院光葉會（発行人 保坂都）。







婦人くらぶ記者 1910「綺麗な西洋料理 櫻井女塾の參觀記」『婦人くらぶ』第 3号第 2巻　紫明社。
守屋東 1923『矢島楫子』婦人新報社。
『横浜共立学園の 120 年』編集委員会編 1991『横浜共立学園の 120 年： 1871-1991』横浜共立学園。
「横浜共立学園 120 年の歩み」編集委員会	編 1991『横浜共立学園 120 年の歩み』横浜共立学園。
横濱共立學園六十年史編纂委員編 1933『横濱共立學園六十年史』横濱共立學園六十年史編纂委員。
	 （えんどう　ゆきこ　　歴史文化学科）
